
レーダー雨量の運転規制への利活用に向けた研究開発

 １．はじめに
近年、増加傾向にある局地的豪雨を的確に捉えて列車運行

の安全を確保することが求められています。

当社では運転規制を実施するための情報として自社雨量計

の観測値を用いていますが、この設置間隔よりも狭い範囲で

降る豪雨を捉える（図１）ことができるレーダー雨量の活用が

期待されています。そこで、レーダー雨量の特性や精度、そ

れを踏まえた使い方等について検討しました。これまでの検討

結果について、以下に報告します。

 ２．レーダー雨量の種類と特性
当社で利用を検討しているレーダー雨量は、気象庁のＣバン

ドレーダー（以下、「気象庁Ｃ」という）と国土交通省のＸバ

ンドＭＰレーダー（以下、「国交省Ｘ-ＭＰ」という）です（表１）。

このうち国交省Ｘ-ＭＰは、平成２２年から試験運用が開始さ

れたレーダーであり、地上雨量による補正を必要としない精度

を確保しています。また、空間解像度が２５０ｍ、データの更

新頻度が１分と、気象庁Ｃに比べて非常に高性能です。ただし、

強雨域において電波消散による欠測の問題があることから、複

数のレーダーでネットワークを構築しており、これをＸＲＡＩＮ

と呼んでいます。ＸＲＡＩＮは現時点で当社のエリアをカバーし

きれていないこと、また、前述の欠測の問題もあるため、運

用の場面では他のレーダーで補完する必要があります。

一方、気象庁Ｃ雨量は精度が低いため、地上雨量による補

正を行った「解析雨量」が存在します（表２）。解析雨量は、

補正を行うことで配信までの時間がかかるため、更新間隔を

長くする必要があります。また、補正する地上雨量計の数が少

なかったり、レーダー雨量を使用したい場所と補正に使う地上

雨量計が離れていたりすると、補正効果は低くなることに注意

する必要があります。今回、更新間隔の短縮と推定雨量の精

度向上を図るため、当社独自の解析雨量（以下、「自社解析

雨量」という）を作成しました。

 3．使用するレーダー雨量の検討結果
前述のようにレーダー雨量には様々な種類と特徴があるた

め、これらを考慮した最適な活用方法について、近畿統括本部、

および和歌山支社管内を対象として検討を行いました。

様々なレーダー雨量について精度や更新頻度、当社管内

のカバー方法等を検討した結果、気象庁Ｃ雨量で補完した

ＸＲＡＩＮ（以下、「Ｃ補完ＸＲＡＩＮ」という）と自社解析雨量

を使い分けるのが望ましいとの結果が得られました（図２）。

また、鉄道雨量計とその直上に詃当するレーダー雨量のメッ

シュについて、運転規制基準以上の観測値を比較した結果、

レーダー雨量は基本メッシュサイズよりも範囲を広げ、雨量値

を平均して用いることが望ましいことが分かりました。具体的

図１：雨量計がない区間の雨量把握イメージ

図２：使用するレーダー雨量の割り当てイメージ

表１：基本となるレーダー雨量

表２：解析雨量の例
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図４：ＫＰへのメッシュ割り当てイメージ

図５：試験システムの情報流れイメージ

図６：試験システムの画面例

表３：レーダー雨量の使用方法

図３：気象現象の空間・時間スケール 1）

リアルタイム情報により確認するため、試験システムを構築し

ました。レーダーで雨量を観測してから当社に情報が届くまで

のイメージは図５に、画面例は図６に示すとおりです。

レーダー雨量と鉄道雨量の規制基準超過状況をリアルタイ

ムに比較したところ、レーダー雨量が若干早めに規制基準を

超過したり、鉄道雨量とほぼ同時に超過する状況が確認でき

ました。一方、鉄道雨量による規制基準超過区間とは異なる

区間でレーダー雨量が超過する場合もありました。

なお、レーダー雨量が観測されてから必要な演算が終了し

てデータベースに出力されるまでにかかる時間は、２～３分

程度であることが分かりました。この時間はデータ更新頻度内

に収まっており、使用に耐え得る時間となっています。

 5．おわりに
レーダー雨量を運転規制に活用するためには、運用ルール

を決めた上で、自社雨量計と併せて規制や巡回点検の状態を

管理できるシステムを開発する必要があります。また、実運

用を行った上で、規制基準値や監視範囲の見直し等を行うこ

とも想定されます。

システム構築に向けて、レーダー技術の進歩にも柔軟に対

応できるよう、検討を進めています。

には、Ｘ-Ｃ補完雨量は１ｋｍ範囲内の１６メッシュの上位１２メッ

シュ平均、自社解析雨量は２ｋｍ範囲内の４メッシュの上位２

メッシュ平均がよい結果となりました（表３）。

運用を意識したレーダー雨量の使用単位はキロポスト（以

下、「ＫＰ」という）としました。これは、局地的豪雨の原因

となる雨雲の大きさが数ｋｍ程度である（図３）ため、これ

を捕捉する目的に鑑みて決定しました。

この結果、Ｃ補完ＸＲＡＩＮは２５０ｍメッシュを基本サイズ

とするため、ＫＰを中心とした１ｋｍ四方を観測範囲として割り

当てることとし、自社解析雨量は１ｋｍメッシュを基本サイズと

するため、ＫＰ近傍の２ｋｍ四方を観測範囲として割り当てるこ

ととしました（図４）。

 4．試験システムの構築
レーダー雨量による規制基準超過がどのように起こるか、

レーダー情報受信から表示までにどの程度の遅延が生じるか等を
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